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ている１）。子どもにおいても、ここ 20 〜 30 年の間
に２型糖尿病発症が急激に増加しており、1 年間に
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－Children's National Medical Center での研修報告－ 
 


















































3/26(水） NeurologyにてPediatric Nurse 
Practitioner の実践について学ぶ 




3/28(金） Endocrinologyの Educator nurse（RN）
と調査のまとめカンファレンス 
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として、44 年前に開設された。対象患者は 0 〜 21
歳の小児である。1200 人（うちナースプラクティ
ショナ （ー以下ＮＰとする）150 人）以上の看護師、




























































１．Children's National Medical Center（現在は
Children's National Health System）について 












































































































































































































































































































































































































































































































　 こ の よ う な 研 修 の 機 会 を 設 け て い た だ い た
Children's National Medical Center の Michiko 






１ ）厚生労働省 HP：平成 24 年国民健康・栄養調














６ ）厚生労働省 HP：平成 23 年患者調査の概況
（2011）http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/
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